
がん登録データを活用したがん検診の精度管理事業
【現状・背景】
・がん検診の目的達成のためには、指針に準拠したがん検診を行うことと並んで、がん検診の精度管理
体制の整備が重要である。

・がん検診事業は市町村の事業であるが、精度管理に必要な情報の把握、例えば検診受診者の精密検査
結果やがんであった場合の進行度の詳細を、市町村が正確かつ網羅的に把握することは現在の仕組み
の中では難しい。

・奈良県内のがんの把握については、全国がん登録推進事業により、今後のがん対策推進の基礎資料と
して活用し、がん予防や医療の推進に役立てる目的で実施している。

【目的】
がん登録データとがん検診データを照合し、

結果を県内市町村におけるがん検診の精度管理
に活用する。

【本事業でできること】

既存事業 本事業

検
診
結
果
の
集
計

性別 ○ ○

５歳階級別 ○ ○

市町村別 ○ ○

検診機関別 △ ○

受診歴別 ○ ○

追
跡
調
査

発見がんの病期/進行度
・組織型・治療法 × ○

感度・特異度の算出、
予後調査 × ○

【事業スケジュール】

Ｒ７年度 ・事業実施要綱の作成
・市町村への説明

Ｒ８年度 ・先行実施３市町村で事業実施
・作業量の確認

Ｒ９年度
以降 ・実施市町村の拡大

市町村

がん検診情報の整理（入力シート作成）
①氏名 ②生年月日
③性別区分 ④住所
⑤検診受診日 ⑥検診機関
⑦検診区分 ⑧検診受診歴
⑨検診結果区分 ⑩精密検査受診日
⑪精密検査方法 ⑫精密検査結果

がん対策係

データクリー
ニング（がん
検診情報のと
りまとめ及び
整理）

奈良県立医科大学
県民健康増進支援センター

データ
移送

厚生労働省研究班
（初年度のみ）

がん登録情報の
利用申請が必要

がん登録室

がん登録情報と照合・匿名化
①罹患部位
②診断年月日
③診断年月日の日付精度
④診断時病期

奈良県

【事業の流れ】

データ解析（委託） データ解析支援

◎入力シートのイメージ
（エクセルファイルまたはＣＳＶファイルで作成）
受診者ID 氏名（氏） 氏名（名） カナ氏名（氏） カナ氏名（名） 生年月日 性別区分 住所 検診受診日 検診機関 検診区分 受診歴 検診結果区分 精密検査受診日 精密検査方法 精密検査結果
01234 奈良 太郎 ナラ タロウ 19750425 1 奈良県○○市△△×× 20200805 A医院 集団 初回 要精検 20201010 全大腸内視鏡検査 異常なし
56789 検診 花子 ケンシン ハナコ 19600605 2 奈良県○○市△△×× 20201113 B診療所 個別 非初回 精検不要

データ
移送

・報告書共同作成
・市町村への
フィードバック
・委員会及び部会
資料へ反映
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